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若 もの よ 英語 力 を鍛 えて おけ
病理学第一講座 教授 小 川 勝 洋
小生に とって英会話は苦予 とす るものの ・つであ
る。 かつ て20年 前に カナダに留学 した際、約半年 間
英会 話学校 に通 ってみ っち り訓練 したつ もりであ っ
たが、い ざ現地に着いてみ るとその程度の実力では
とうてい通用 しないことを思 い知 らされた。初め て
降 り立ったバ ン クーバー空港 では関税の係官に しつ
こ く質問され全 く理解 で きず に弱 り果てた。 あ とで
考 え ると、 当時、 カナダ国内に持 ち込むおみや げは
何 ドルか以上にな ると課税の対象に なったのである
が、バ ックの中にあった成 田空港で買ったヘ アー オ
イルが 自分 自身で使 うのか、誰かへ のおみや げか と
聞いていた らしい。結局、 こちらがあ まりにチ ンプ
ンカ ンプンなの で質問す る方 もイヤ になったらし く、
もう行 っていい とい うことで事 な きを得 た。
その後、 トロン トで約2年 半過 ご し、 多少 は上達
したが、帰国後は退化 の一途 をたどるばか りであ る。
小生の留学 した研 究室 はカナ ダ、ア メ リカの他 、マ
レー シア、ベ ネゼ ラ、 タイ、 中国、台湾、香港、 イ
ン ドなど様 々の国の人が 集まっていて したが って話
され る英語 もそれぞれ のお国誼が強 く、 まともな英
語 で話すのは ご く少数 であった。 しか し、彼 らの間
では コミュニケー シ ョンにはい っさい不 自由 はない
よ うで、特 に台湾 人 とイン ド人の英語 ははた で聞い
ているととて も同 じ言語 とは思えなか ったが 、亙い
に ま くし立てて言 い合い をす る場面 に遭遇 した こと
もままあ る。 そん な中で小 生の英語 力は最低 で、中
学 か ら大学 まで8年 間 も勉 強 していなが ら、 なぜ に
こうまで役に立 たない ものか と口本の'luu教 育 を恨
みに思 った ものであ る、,
非英語圏の人た ちが英語 を流暢に使 え るの は、子
供 の頃か ら教 育の場 で英語が使われ る機会 が我 々よ
りもは るかに 多いため で、特に高学年 にな るほ ど母
国語での教育 は難 しくなるそ うであ る。 それ に比べ
る と日本では英語が使 われ るのは学校 の英語の時間
くらいの もので 日常生活の 中では皆無 に近 い。 また、
大学の教科 書で さえ も日木語で間に合 うし、小説 な
どで も翻訳 された ものがあ るか ら原語で読 む必要は
ない。す なわ ち我 が国の 文化水準の高 さが英語の必
要性 を生 まず、 したが って読ん で理解 するまではで
きて もコ ミュニケー シ ョンの手段 としての英語 まで
には至 らない。
授業に追 いま くられ る学生時代に英語の必要性 を
実感 す るこ とは難 しいか も知れ ないが、若 いうちに
英語 力 を鍛 えておいて絶対に損はない。外国語 を学
ぶ ことは新 しい考え方や感 じ方に触れ ることができ
るし、 さらに何 と言 って も、医学 を研究す る上 では
英語力が もの をい う。新 しい情報 を収集す る能力は
英語 を読む スピー ドと正確 さに依存す るし、論文は
日本語 で発 表す るよ りも英語 で国際誌に発表 した方
がは るかに高い評価 を受け る。 また、聞いた り話 し
た りす る能 力が高ければ、 まだ誌上 に発表 されてい
ない情報 を外 国の学会や外 国人研究者 との コミュニ
ケー シ ョンを通 じて得 るこ とがで きる。科学の世 界
では今や英語は地球.r.の共通 言語である。
先 日、"医 学部における英語教育 の改善のための
ワー クシ ョップ"と い うのがあ り、参加 させ ていた
だいた。全国の大学か ら40名 以上 の参加者があった
が、 多くの大学では近年、英語教育 の力 を入れてい
る様 子が うかがえた。 ある大学では 自由科 目として
英語 を開講 してい るが その担当者 を学内の講師以上
の教官に募 った ところ、30名 以F:の 応募があったそ
うで、いかに力を入れ てい るか うかがえ る。
英語は聞 く、 話す、読む、書 くの要素 か らなるが、
我 々の弱い部分 は聞 くことだ と思われ る。す なわち
tF:確に聞 き取れ ないか ら音 と して真 似が で きな い。
その点 を改善す るには英語 を聞 いて正確 に反劉す る
のが最 も有効 な訓練で、それ によ り言語 中枢間 を結
ぷ神経線維が太 く鍛 え られ、Fl本 語 を介 さない英語
の回路が頭の中に形成 され るそ うである。英語 力を







卒後10年 に思 うこ と(第7期)
旭 川 レ{メ(を 人卜=業し て は 一や10年 が 経 過 し た わ け て"す
カご、,1猷え はf、 オγ、1重7其月ノヒは 、 今 の.人こ学 入.言式セ ン タ ー
1試験 の 前 身'であ るn.通 …一次 試 験oり ・}Ul生で し た 、'11
11!jI`よ、 ぽ者うbノヒノ∫よ り 「レ/＼ミノし力蛭氏㌧・1と し、ノちし、Z)才∫
叱 り を い た たこい た 訳 で す が 、 よ い 意 味 で(7『)開き 直 り
が あ'、 て 、 の び の び と個'性 的 な 連 中 が 多か 一・りた よ う
に 思 い ま す,、皆 が 今 、 どの よ うに し て い る か 、 全 て
は 知 り ませ ん が 、 そ れ ぞ れ の 道 で 活 躍 し て い る もの
とliiじ て い ま す 、
私 の 場 合 、 眼 科 のll「」を た た い た1:里由 は い ろ い ろ あ
り ま す が 、 「入 数 の 多い 所 で は 芽 がiな い の で は な
い か1と い う漠 然 と し た 打 算 が 最 大 の もの で し た.、
い ざ 、 人11,)して み る と 、 ヂ術 治 療 が 盛 ん に 行 わ れ て
い る こ と にllが ひ か れ まLた 、 目 の ヂ 術 と 言 え ば 、
川1問で'は ま だ まだ 最 後 の 治 痛でr段 と 考 え ら れ て い た
時 代 、 患 者 さ ん が 大 変 感 謝 さ れ る の を 見 な が ら 、 先
端 の 技 術 を 勉 強 で き る こ とは 、 研1修 医 に と ・ブ α り誇
りでLた1、 幸い な こ と に 、 医 局 貝 の.数 も少 な か'り た
た め 、 白 ら 多 くの 症 例 を 経 験 す る機 会 に も恵 ま れ ま
L.た.、 こ の た め 、 度 胸 だ け は 「il・くか ら 一人 前 に な れ.
た よ う に 思 い ま す1
卒 後4年 目 か ら2年 閻 は 、)ミ1唄 労 災 病N完 に 勤 務 、
こ の リ丙陽ヒは 不ノ、⊥スタ十・はP7、,1ヒ.メ(O)「促局 よ り派 」貴 さ れ た
先 生 で 、 少 々寂 し い 気 はLまLた が 、 祝 野 を 広 け'る
機 会 と も な り 、 大 変 有 意 義 な 時 期 でLた 。 そ の 後 、
大 学 で 再 び研 修 を受 け 、 平 成5年 よ り、 こ こ 室 蘭'市
の 目鋼 記 念 病 院 に 勤 務 して い ます 。 こ の 病 院 は 「地
域 の ニ ズ と11∫民 の1、1頼に 応 え る 【矢療1を 理 念 に 掲
げ る 少 々 厳 しい 病 院 で す が 、 他 大学 の 医 局 に 進 ん だ
方 を 含ダ)、 川ll1医 た 卒=業.生グ)先 浩 、1司期 、 後 輩 の 先
生 が 多 く 、 た 変 心 強 く思 ・.,てい ます 。 あ る 看護 婦 さ
ん か ら 「先 生 の 同 期 は こ い(あ くが 強 い と い う 意:味
でLよ う)八 けごっカ・り 」 と 言 才.)れ.たこ とカfあ り ま ゴ幽
ヵ{、 二才L`二iま1㌔午笑LrCLま ㌧・ま し プこ[
最 近 感L:る 二 と は 、 手 術 す れ ば 必 ず 治 る と 考 え る
ll鋼記念綿 ヒ 眼科 太i日 勲 男
患.者 さん か 多い こ と な ど 、 世 間 の み 一 ズが10年 前!=
は 人 き く様 変 わ り した こ と で 、 医 療 に 携 わ る者 との
ギ ャ ・ソプ.を 、 い か に ヴ 門 技 術 一べ・イニ フ ォ ー ム ド ・ コ
ン セ ン トで 埋 め て い くか か 和 要 と な っ て い ます.,ま
た 、 患 者 さ ん の 全 身 を管 理 し、 高 度 な1矢療 を 提 供 す
る糸念合 病 院 の 役 害llも電 く な りつ つ あ る 」)も実1盛 で すLI
こ の よ う なql、 眼 科 と 言 え ど も複 数 の 医 師 に よ る 体
制 が 必 要 で 、 と う て い 一 人 で は カ バ ーL.き れ な い 厚
門 分 野 を 分 担 した り、 チ ムi矢療 を 行 わ な け れ ば な
り ま せ ん 、II:Lf!ri-・,て 、 私 に と'・、て は 少 々 衰 え た 体
ノ」も巨急・t考な い 」二里lllグ)ひ と一つて冠よあ り まづーカご、)IIIIIIIウく
大 眼 科 の 医 局 貝 数 の 増 加 の 恩 恵 を受 け 、 こ の 日鋼 記
念 病 院 で も眼 科 医2名 体 制 で診 療 に あ た る こ とが で
き 、 こ れ.・亨Fい と,㌧～1、… て い ま す 。
こ0)よ う1こ、 自今ナド1身、1市旨ノ越,び)し・くイ1'遺=義イバ10でト
を 過 ごす こ と が で き た こ とは 、 ご 指 導 を い た だ い た
保 坂 前 教 授 、 吉 川 現 教 授 を は じめ とす る 医 局 内 外 の
諸 先 生 、 ご協 力 を い た だ い た1タ ・'フの 皆 さ ん の お
か げ で あ り、 こ こ に 謝 意 を述 べ な け オ1ば な り ま・ぜ ん11
さ て 、io年 が 八 生 の 節 目 の 単付:と し て 」画'11て㌦も る
か.ど うか は 別 にLて 、 年 代 ご とに 果 た す べ き 役 割 は
変 わ ・って い き ま す 、 ま た 、 そ の.111,i.i.11%1'.とな る 社 会 も 、
進 歩・とそ れ に よ り 生 じ た 矛 盾 、 、丁ミみ の 解 消 を 繰 り返
し、 刻 々 と 変 化 を 続 け て い ま す 。 私 達 、 医 師 のll:「拝
も、 曳亨門 分 野 や 勤 務11:ftだ け で な く、 そ の 内容 も変
化Lて い ま す 、 個 人の 才 能 は1'八1'色 で あ り、 そ の
受 け1肚 は 広 が り こ そ す れ 、 狭 くな る こ とは な い は ず
で す 、 医 師 と し て の 最 低 限 の 義 務 は 遵 守L、 前 向 き
な ビ ジ ョ ン を抱 きつ つ 、 少 々 図 々 し く て も得 意 な 分
野 や 場 所「で 個1生一や 士能 を 発揮Lて い く こ と で 、 社 会
に 貢 献 す る こ と が で き れ ば と願 う もの で す 、
:.;
騨■■■■■ 暉 ■■■■■ ■■■轍 ■繭 鰯闘一輸嗣 刷・… ・
旭川 に来 て
1皐汝'「」II入㌧養斗学P座 ブ リ オ ・セ ッ サ
はL:め に 、f!、 カ{一㌃び)1カ ・ぐ'ら 才3カ・」 に 執 弩¥す 冒る 偶竜
ニミ亡・し、r.二丈ごき ま しr:ノILりU[ウ{ノ 〈67)「 カ・〈"ら 才二∫ノi°1糸扁秘三
音i～1.:!惑1謝全父1.ま 『ポ 、
ま ず は 私 の 自 己 紹 介 を さ せ て 頂 き ま す 私 は ベ ル
ー カ・ら ン書ミt:一ノ リ オ'・ 一.ヒ・ソ・り㌦ 一・ ド'・ノ」.・・_;7鼻 ス、て㌃』、
現 在 旭 川 矢 科 大"γ:の 産 婦 人 科 一'」7:講座 の 人 学i;,ヒで勉 強
Illて"すL 、 曳㌧〔」'父は 婦 人 科・1矩り㌧学 で 、 こ の 分 野 に お け『る
1臨il恭イ1川ン,'Lと、 ∫1と新 グ)分 ∫'・'ヒ斗勿"}∫二の 子芝林1'を馬区て吏L.た 基
4i"4il卜',篭ζ∫イ∫一ノ'ごし、よ 『寸噛1、
さ 一(、 イ畝グ)〉に1目 こi婆1し'こ『11_HLも収「{騨ξ1二「葺1カ・才しる 翌弍慣」
は1あ な たiよ な 一tど日 小こに 来 た グ)'(㌃『弓一力・J」 ヒ い う.二
と て"Lよ うII以 ド1.二述 べ る こ と が.二 の 質f"Jに 、ウ)る 私l
Iり芝セ箏♪こ 一こ㌧、者)「ヒ1【f」il」i∫}5_:、イγ、U)fIイ ≦匿(卜」び)「i'1}1～F/i=～r舜べ,{iナ　:
修 な ら び に 側='1ヒ状 況 を 想 像Lて 頂 く助iナ に な る とi、
い ま すIIイ 玖 力{ilイ 純'＼)長 た ユi里lllは 数 多 く あ り ま づ'カ デ、
そ の 中 て"も 、 私 の 母illiヒ はnllら か に 異 るll本 虻fヒ を
深 く 知 る こ と 、 さ ら に 最 先 端 の!」弥 術II'J研 究 力電'で』き る
ヒい う び)カ ミ'・番 び)∫唱lll'で'寸一..1史.rl〈 」に 「1本 と南 米 グ)
匡1々 は 密 接 な 関 係 を 続 け て い.ま す そ の 中 で も べ 几
一 は187
,1年 に 日 本 と の 友 好 関 係 な 碓 ウ1し.た 最 初 の 国
で『、 フ"・ラ ジ ル に ～欠い で 』2播 目 にllワ 誤丁葛⊥覧力;移 く 、 そ
の 数 お よ そ76,000八 に も お.よ び ま す.フ ジ モ リ メ<統
i}貞(ノつ京七f「:か'両 国 び)メ幻な∫』v)柊隻」璽 を さ ら1二 肩旨 り ヒ1ず噛まL.
た 、,日 系 ベ ル ー一人 は こ の 友 好・関f系 に ノくき な 役'、岡 を 果
し.て お り ま す 、 私 た ち 両 国 の 相 互 依fr:の 関 係 は 人 々
(ノ)、旭lf象∫ソ、Ll二,急 、.il丞1こIT<.1f展L-.ご 才うり ま 凶5-、-f也σ7り「幸・1
米 σりi}ミ1ノ～cノ)ql`.C1∫<几 ・一仁ま ど 日 イ<カ・ド.,子Yf!L、 教f∫ 、 コニ
『・ル ギ ー の ノ〉野 一ζ"無f賞v)技 術 援 ⊥ibを 受・け て い る 匡障t
あ り ま せ ん そ の よ う な 日 本 の 寛 た なTresは 、 ぺ 几
一 の 社 会 的
、 地 域 的 発 展 を..乞 ノ1.る1図 沌政 府 の 貢 献 ぶ
り に も は 一 き り と 衣 れ て い ま す 一1
私 が 研 究 を す る た め に 川 川 に 来.コ か ら 約3午 ・に な
り ま す1、 来illlrl〈 」を一展 た1一 二 とは な カ・な カ・';r易 で』は
、も り..よ・}1-/.カ{、.二(力3年 問 は 私 に と 一.ズ.⊂極 ダ)一て 轟〔重'
乙L一糸臼.瞼一L_.k')り.圭一弓一..
・ ド ゥ エ ニ ア ス
私 の 最 初 の カ ル ・チ ャ ー シ ヲ ・ソ クは 、 そ れ をLl口1る
私 の 研 究 を ご 指 導 く だ さ る 産 婦 人 科 学 溝1・1解r川 睦 男
.教授 の ご 尽 力 の お か げ で 和 げ る こ と が で き ま1 -.た,,
て・』も 、il『葉O)亀1}llと0)「 瑚 しこiまラ}乏11」な杓」カ・ら 『王ダ・.ノと ノ1ゴ舌
ヒ ノくき な・1計簿亨評1一な㌧・.ノ'こし、ま 冒1馳、,
/lと川 に い て 、.私 の 一 番 仙 値 の あ る 経 験 は 、 私 の 生
よ 才tでf-.,Zこ 匡1ノぐ ヒ 多 く(ノr),1∴1いで」郎」'lif;tl'Jな・日 小こ(ノ)補認1㌃十♪乗
式 を 、 直 接 日 本 の 人.々 か らiiう 機 会 が あ る と い う こ
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名 前 を つ け た の.一.・,.1と.う ら めL.く 思 え まL.た 、.ま
た 、 ・11:要な 箇 所 を 露 川 す る の た め の 脂 肪llホ 去 だ の1.二
実 習 の.'卜 分 以.Lの 時 川 を 費 やL.てL..ヒ ・、た り 、./く慣
れ な.f・ で解 剖 ギ る た め 、 見 た い 箇 所.・矧 「史L.てLま い 、
教fi`1』評}=ベプブ ト ーラ'敦グ).)隻し..し、角乍i「田1っζ1ヒ`、士イ計く 」莞 ・ノて幽し巴
え る こ と も ら り まLた 自.分 の 準/dii不 足(イ く勉 強)
か'そ の ま.r一 際 の 悪 、さLな り 、 解 剖 班 び)メ ン バ ー ・や 、
そ し て 、{∬kり もf卸 」.憲f本に 対 』L..一'ご申 し ロ尺な・し・会く弓寺 ち(で
い.,ぱ い ご⊥ た
Y'え て み る ヒ 、 御..its体 は 、 人 体 の 干必密 、.湊L.さ 、
オ㍉lfJ.も}さ若∫無 、ポoりう ≠ノ1二.教♪～_甲.ご1ぐさ ・ノブニノ{.乏!'↓(ノ).)㌔⊃'Lノこf
、た 気 が し.圭 す そL.て 、 私 が 一番 学 び た い の は 、
構.造 な ど 形 而.Lの も の.で は な く 、 「私 の 遺.体 を1矢 学
教 育 に ど'う そ 一 ゴiら 身 を 投 げ 出 し.献 体 をL..て ドさ
た そ の 精/申 で す.
実 習 を イ悉 え 、 献 体L..て ト'さ ・、た.方 へ の 感1,身・」の 気 持
ちi一 と.も に 、 医 師 を 志 す 名'に.{:さ れ た 期 待 を 強 く 感
L:て い ま づ一「f卸 」.uで本!＼ び)才一∫者Lグ)尤}コ1未で』も 、二cノ)'ヌミi↓マで1
学 ん だ.二i一 を=社 会1.二還.ILOき る よ う なLプ 師 に 成 り ノ:二




第4学 年 谷 山 宣之
自分 は、卓球部 に在籍 して まだ 日が浅 く、 「歴史
を綴 るなんて先輩方に 申し分 けない!」 と思 うので
すが、 自分 が知 る限 りで歴史 を振 り返 り、現在に生
か してい くこ とが 自分の役割 と考え、述べ させて頂
くことに しました。
卓球 部 は旭 川 医大設立 と同時 に結成 され ま した。
低学年 よ り始 まった卓球部は、正 しく 「ピンポン」そ
の ものであったそ うです。年 々後輩が人 り、部 貝が
増加 、ほ とん どが 男子 で、当時、旭 川医大の女子入
学者が一桁程度 で、卓球 部には、2～3名 しか いな
かったそうです。 当時の顧問は高村先生 であ りま し
た。年々、技術 は向上 し、道医体 、北 医体 で優勝 し、
東医体 で も好成績を収め るまでに至 りました。卓球
の若々 しい発展 に御尽力下 さった高村 先生 は転勤 な
され、現在 の高学年の学生には懐 か し く思 う英語科
の平野先生 が中心者 となって頂 きました。 「私 は部
貝だか ら、顧 問にはならない!」 と言われていま し
たが、それが逆 に、部貝 と一一緒に練 習す る中で、部
貝への励み と、技術 向上につながったもの と思 いま
す。
今 で もよ く飲み会 な どで、 「昔、す っげえ強い人
がいたんだ よ!」 と語 り継がれているのは、湯 山先
生 です。彼が卓球部 の天下 をとった時(部 長 になっ
た時)の 練習は、 『殺 人的』 『狂人的』(本 人が狂
っているわけではない)と か と言われ、相 当厳 しい
部 であ りま した。 そ ういった状 況は、今では考えに
くい(で きない)の はあるのですが、 そ うい う部長
につ いて行け る部員 さんで あったか らで しょう。男
女 とも、北医体 、東 医体 などで好成績を収め、それ
以来、 「東医体優勝」 とい う目標 を掲げ、大成長 を
遂 げるこ とが できました。 この様 に、卓球部 の歴 史
を振 り返 ってみ ると、厳 しい時代 と、サ ークル的 な
雰囲気 の時が あるに して も、素 晴 らしいチ ームワー
クで好成績を残 され ました。 こうした伝統 を受 け継
ぐべ く、さらに卓球 部の発展に尽力 して参 りたい と
思い ます。
歴 史 といって も具体性の無い もの となって しまい
ま したが、他のサー クルにおいて も、先輩方が作 り




第5学 年 武居 正明
旭川医大陸上競技部は、昭和49年5月22日 に誕生
した。 当時2年 生であった高木勇先生 を初代主将 と
して美甘和哉先生 を顧問 として2年 生9名 、1年 生
1名 での スター トであった。 その後、順調 に成長 し、
昭和55年 の東医体 で稲尾茂則主将の元、 甲・くも初の
総合優勝 を達 成す る。実 に昭和54年 か らの12年 間 で
総合優勝4回 、準優勝6回 、3位2回 と驚異的 な成
績 をお さめ、 まさに黄金時代、 その強 さた るや、か
っての 巨人か西武 なみである。個 人で も、東 医体優
勝者 は 多数 お り、北海道 インカレ優勝 者のみが出場
で きる 日本 インカレ出場者 も、小黒恵司先 生、ll体
長史先生、三浦亮 先生、加藤弘明先生 の4名 を輩 出
してい る。
黄金時代 を支えた強者達 は多数にのば るが特筆す
べ き存在は、7期 の山本長 史先生であ る。 高校時代
インターハ イ1500M決 勝 で優勝 争い を演 じた程 の実
力者は、1年 時か ら東医体で連勝 を続け、1500、5000、
3000SCの3冠 土 となる。道 インカレを制す ること4
度 、5年 時には北 海道選手権優 勝、国体北 海道代表、
東 目木縦断駅伝道代 表 と、名実共に北海道No.1ラ ン
ナ ーであ った、 山本先 生以降 、長 距離 陣 は6年 時
3000SC優 勝の船越洋先生、ス キー部の スーパーエー
ス、石 原敏道先生、小 野沢 司先生、鹿野哲先生、福
家信二先生 など豪華 メンバ ーをそ ろえる。
短 中距離陣は、100の スペ シャリス ト三宅博 久先生、
200Mの 前田高宏先生、オール ラウンダー野津司先生、
マ イル リレーの小林伸行先生 などを中心 に発展する。
最近 では、400、400Mハ ー ドルの 加藤弘 明先生 が、
インターハ イ3年 連続出場 を果たした400Mハ ー ドル
で、無敵 を誇 った。 また、800M3連 覇の浅野克則先
生、800M優 勝の市村健先生 と非常に人材豊富である。
フィール ド陣 では、三段跳 びの小黒恵司先生、や
り投げ4連 覇 の三浦亮先 生、や り投げの横 田英典先
生、 オール ラウンダー原則行 先生 などが活躍 された。
最近 では現6年 の城 田誠 さんが走 り高跳びで優勝 し
てい る。
現在 は衛藤 雅昭先生 を顧 問 として約10名 での活動
が続いている。 ここ数年 は東医体 などで 目立 った成





第2学 年 西岡 健 吾
去年 まで、毎 年六 月に行われ る学校祭 に、我々映
研 は映画 を上映 していま した。我 が部 はここ三年程、
部長、 メンバー構成共に軟式テニス部の部 貝で 占め
られ、前々年 は佐藤恒先輩(現 先生)が 、"麗 しの
u-e
サブ リナ"、 前年 は蓮池史画先輩が、"グ リーン ・
カー ド"を 上映 したのですが、例年 ともあま り広報
活動 をしなかったせ いか観 客は平均1・名程度 と、惨
々た る内容 で した。せ っか くいい映両 なの に……、
と思 った私 は、私が上映す る番 になった らしっか り
客寄せ して、 それ も体育館 に押す な押すなの大盛況
に してや ろ うと意気込んでいたの ですが、今年 の学
校祭は例年 と趣向が変わ り、 コンサ ー トや花 火な ど
の新企画が 口自押 しとな ったおかげで採 算が とれ な
い映画上 映は見事ボツになって しまったのです。私
は"ビ ッグ"を 上映す るのが長 年の夢 だ ったの です
が…。
それに しても、年問の活動が"上 映"の み では ち
と寂 しいのでは ないか、 とお思いのアナ タもいるで
しょう。 その通 り、私 も寂 しく思 います。私 も弱輩
者なが ら部長 とい う立場 にあって、 よ し、 自分達 で
映画 を撮 ってみ るか、 と思 った ところ、 「白分達」
といって も 「自分」以外 の 「達」が いない ことに今
さ ら気付 く次第です。今年、一年生のため の部活紹
介で私は家か らネコまで連れ て来て シ ョー ト ・コン
トを した ところ、大 評判(だ と思 う)を 得 たの で、
…年生はた くさん入って くれ るかナ
、 と期待 して い
たのに 一人 も入 らなか ったことが、今に至 る映研の
衰退の原因で しょう、,
思 えば他学部 と違 い、医学部 の学生 はそ ういった
文化的活動 が少 ない と思い ますU勉 強が いそが しい
か ら、 とい うのは理出には な りませ ん。 もしそ う言
う輩がい るとした ら、彼にそ う言わせ ているのはい
わば"医 学部優越主義"そ れであるよ うに思え ます。
"勉 強"は 確かに
、医者になるためには必要不可
欠な ことです。 しか し私 は、医者に なるには、"勉
強す る"で はな く、 もっと包括的な意味で、"知 る"
ことが、必要 なこ とだ と思 うの ですが…。
「
将棋部今昔
第4学 年 岡沢林 太郎
旭川医大将棋部 は、昭和50年 に結成 され た部活で
す。創部 当時は、盤 ・駒の数 も少 な く、先輩方が道
具 を持 ち寄 って活動 を行 なってお られ たそ うです,,
創部か ら現在 までの部の大会成績 ですが、体 育系
の部活の ように 『か ぐらおか』 に掲載 され るわけで
は ないので、ほ とん ど知 られてい ませ んが、道内大
学の全校 と対 等に戦 って きた数少 ない部の1つ であ
りました。昭和50年 代には春秋 に行 なわれ る道内大
学将棋大会団体戦 で、常 に優勝 を争 い、結果 として
優勝 こそ なか った ものの、惜 しくも準優勝 とい うこ
とが数 多 くあ りま した。 また最近 では、平成4年 度
か ら3年 間、春期大会団体戦連続3位(特 に平成6
年度は北大(全 学)を6-1で 破 るとい う快挙 も成
しとげ ました)と 名門復活 を果た しました。
また個 人戦 で も全 道学生大会で準優勝 され た先輩
も3人 お り、全国大会 である学生名人戦に も出場 さ
れてお ります。
現在 の活動 は、毎週 月～金の昼休 みに第6セ ミナ
一 室の奥の一角で、主に実戦、定跡研究 を中心に行
なっています。他 に2ヶ 月に1度 、例会 も行 なって
います。 これは部 貝同志が大会 さなが らの緊張感で
リー グ戦 を行 な うもの です。部貝数 は現在15名 ほ ど
ですが、部貝でな くとも部室で友達 と将棋 を指 して
楽 しんで いる方 もお り、和気あいあい とした雰囲気
の 中で、棋力の増進 にはげん でい ます。
また毎年 医大祭 のシー ズンの部 員 と職 員の方や学
生の希望 者が参加 して行 なわれ る学 内将棋名人戦 を
開催 してい ます。(昔 は医大祭の イベ ン トの一環 と
して人間将棋 を行 なっていた こともあ りま した)
この ように精 力的に活動 してい ますが、今年 は先
輩方 の卒業 に よる戦 ノJダウン ・部 貝 の減少 に よ り、
春季全道 大学大会に出場 す ることができませ んで し
た。 しか し羽止6冠 王の出現 による将棋 ブーム を反
映 して(?)過 去に類 を見ないほ ど多くの新 入部貝
が人 り、来年の大会出場 に向けて活動 してい ます。
今後 は、部活発足か ら現 在 までの先輩方の努 力 ・
栄光 を思 い起 こ し、 さらなる精力的活動 を行 なって
い きたい と思い ます。
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口 研 究 室 紹 介
病理学第=講座 木村 昭治
かつ て我々は ある種 の疾 患が 人に よってかか りや
すかったりそ うではなか った りす ることの説明 を 「体
質 」の違 い とい う漠 然 とした言葉 で片付 け てい た。
その うちの一・部 が免疫 応答遺伝子に よ り説明 されて
以来初めて科 学の検証 を受け ることにな った。今や
抗原が細胞に接触 して以後T細 胞に提示 され実際に
その作用 を表わす全 ての過程 が、細胞生物学、生化
学、分 子生物学、発生生物 学等あ らゆるr一段 に よ り
解析 され、分子 レベ ルで各現 象の 説明が可能な レベ
ル迄到達す るに至 った。 これか らの免疫学特 に医学
部における免役 学は これ迄 に得た知 見を実際 に人の
病気の予防、治療に応川す る方向へ進むと考えられる。
当講座 は創 設時 よ りt要 組織適 合抗原(MHC)
と疾 患感受性 をテーマに研 究 を進め て来 たが、現在
はMHCに 結合す る抗 原ペ プチ ドの解析 を中心に免
疫反応におけ る抗 原提 示機構、T細 胞 リセプ ター と
の相互作川 を分子 レベ ルで解析 してい る。例 えば北
海道に 多い白樺 アレルギーの原因抗 原ペ プチ ドを同
r_
三]
定 したの もその うちの1つ であ り、 さらにMHCの
特定 の対立遺伝 子にIEの 相関のあ る疾患例 えば苦年
性糖尿病の原因ペ プチ ド、 又癌 に関 しては腫瘍特異
抗原ペプチ ドの探索 等を行 っている。研 究の中核 を
成すのは大学院 生 ・研 究生 であ り随時経験 を積んだ
者が指導す る。何人 も学間の場 では対 等であ り、こ
れな くして研究活動は成立 しない、 とい うのが 当教
室(片 桐教授の)の 方針 であ るか ら教室のふん囲気
は非常に 自由であ るn毎 年数回テニスを含めた レク
リエー シ ョンのための小旅行 があ り、 各々楽 しんで
いる。
一一r
、病理学教室の教育 、診療 の一環 として剖検
・生検 を第 ・病理学講座 と協力 して行 っている
。
白分 でアイデア を持 っている人、エ スカレー タ…
式医師養成にあ き
足 らぬ 人、テニ ス
の好きな人等学生・
卒 業 生 を問 わ ず 、
君達 の訪問を我々
は待 っています、,
数 学 山 内 一 也
数学教室は1974年4月1日 に専 門7講 座 と共に増
設 され、北海道教 育大学教授 であった安田 博(故
名誉教授)が 初代教授 としてn任 されたO以 米1991
年3月 に定 年退官 され るまでの17年 問その任 に当 た
られたn同 年4月 鹿 児島大学教授 であった小生(ll1
内一也)が 教授 として着任 し現在 に至 って いる。
当教室の研究分 野は微分幾何学 です。初代 教授 で
あった安 田先生は微分幾何学の1分 野であ るフ ィン
スラー幾何 学の研 究を長年に わたって続け られ 多 く
の論文 を発表 され ました。微分幾何学 は大雑把に 言
えば曲がった空間(こ れをRiemann空 間 と言います)
を取 り扱 う分野 です。一次 元では曲線、二次元では
曲面等 々です。
さて2点 間 を結 ぶ最短線 は、平面上では直線 にな
りますが、例 えば地球 のよ うな球 面では北極 と南極
を結ぶ最短線は直線ではあ りません、,Riemann空 間
におけ る最短線 を測地線 と言い ます、空間の 中の1
つの三角形 にいろいろ な方 向か ら光 を当て ると床 に
.___]
いろいろな形の三角形が出来 ます(こ れ を三角形の
射影変換 とriい ます)影 とな る三角形はいろいろな
形に変形 しますが縁 であ る直線 は直線に射影 されて
います。 すなわち直線は射 影変換に よって不変です。
そこでRiemalm空 間において測地線 を不変に保つ よ
うな変換 を射影変換 と言います。 当面の 目標はこの
射影変換 を許容す るRietnann空 間を決定す ることに
あ ります。 多分 このよ うな空間は球而 しかないであ
ろうと予想されてお り、各国の微分幾何学者が取 り組
んでい ます。
前任地 の鹿 児島には18年 間お りましたの で薩摩焼
酎にはす っか り慣 れ親 しみ ま した。 薩摩芋か ら作 っ
た焼酎 で独特の香 りがあ ります。普通 はお湯割 りで












↑亘f列の'f=`f_主fl}1に よ る 体 育 大 会 か 、g月6[(水)に
開fii.さ れ 七 し たu
さ わ や か な 秋 空 の 一ド、学笥r・の 名誉 をか け 、 さ ら に 賞
品oり ピ ー 几 と カ ・』ノブ'ラ メ ン び)獲i了号を ダ)ざ"L、[巨i求
を はL:め 許種 目 に 熱 戦 か 繰 り 広 げ ら れ ま し た 、
な お 、 各種ilの 優 勝 学 年 は 次 の ヒお り で す,















2年 ソ フ ト
















しド成7年 度 解 剖体 慰 霊 式 が
、9月2【)日(10午 後1時
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式 に 参 加1した 御 遺 族 ・御 来 賓 ・本学 教1職 員 ・学 生
は 、 本学 の 教 育 及 び学 術 研'ダ巳の た め に 尊 い 御 遺 体 を
1公 開講座盛況のうちに終了
…
… 本年 度 の 公開 講座 は 二-"一 北 海 ホ テ ノしを会場 に 、lU
Pj3[か £・川 ほ で ・・間 、10川 ・わ た り 〒fわ オ1まL
…た,
1こ れ は 、 大 学 開 放 事 業 の 一 環 とLて 、 市 民 にr'.:,
1
3の 場 を 広 く提 供/馳 る 目 的 で 毎 年 行 わ オ1て い る もの で
■-、
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屠 とな り2。1Y.か 受 講L、 糊;、 粍 を取 る'舗 掴
…附 か ら 、UPIの テ.副,肘 る 関 心 噸 さ がf云 オ」




提 供 され、 医 学 発展 の礎 イ1とな られ た17略 脚 糊 「
剖45名 ・ 法 医辮171)名 ・ 緬 榊15銘)の 加 のill】…[








7.9.8レ く"}1二 宵1～ 教 ギ廷
7.9.:;U皮 膚 科 ・ 学ll力 教 授
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スキー教 室参加 受付 中
'PHf列の フ、キ ・・教 室(定i110名)を 、 ノr年 も]'?)118日
一19口 の2日 間 に わ た り 北 ,尺'1「ス キ ー 場 で 行 い 圭す 、,
締 切 間 近 〔12月6目(水))で 噛す,,早 め の 申 し込 み を 待
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